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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、グルココルチコイドの受容体であり、転写因子としてだけでなく、他の転写因子の調節因子としても機能します。このタンパク質は、熱ショック因子やイムノフィリンとともに、ヘテロ多量体細胞質複合体にも存在します。このタンパク質は通常、リガンドと結合して核への移行を誘導するまでは細胞質内に存在します。この遺伝子の変異は、グルココルチコイド抵抗性、あるいはコルチゾール抵抗性の原因となります。組織特異性：広く発現しています。心臓では、左心房、右心房、左心室、右心室、大動脈、心尖部、心室中隔、房室結節、そして成人および胎児の心臓全体で検出されます。
	研究分野
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	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	Hela 細胞溶解物に対する NR3C1 マウス mAb を使用したウェスタン ブロット分析。
	

	NR3C1マウスmAb（緑）を用いたPC-2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	NR3C1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	NR3C1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。

